









































































































No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
１ ４歳 人間関係 ドーナツ屋さんごっこ
遊び
なりきり遊び なし
２ ５歳 人間関係，表現 製作遊び 制作遊び なし
３ ５歳 環境，言葉 製作遊び 制作遊び なし
４ ３歳 環境，表現 さつまいも製作 制作遊び なし
５ ４歳 人間関係，環境 製作遊び 制作遊び なし
６ ４歳 人間関係 フルーツバスケット フルーツバスケット なし
７ ４歳 言葉，表現 かぼちゃ製作 制作遊び なし
８ ４歳 環境 いたずらおばけの仲間
探し
カードめくり遊び なし
９ ５歳 人間関係 カードめくり対決 カードめくり遊び なし
１０ ４歳 環境，表現 パンプキン作り 制作遊び なし
１１ ４歳 人間関係，表現 手作りトンボの運動会
遊び
制作運動遊び なし
１２ ３歳 環境 カボチャペタペタ 制作遊び なし
１３ ４歳 環境 バブルアート遊び 制作遊び 無伴奏による
歌唱
１４ ３歳 環境 きのこにスタンピング
してみよう
制作遊び なし
１５ ５歳 人間関係，表現 トンボを作って飛ばし
てみよう！
制作遊び なし
１６ ４歳 人間関係，言葉 くまを助けよう 運動遊び なし
１７ ３歳 環境 とんぼのめがね作り 制作遊び なし
１８ ４歳 人間関係，環境 いたずらおばけたちの
ハロウィン
制作遊び なし
１９ ３歳 表現 エルマーのお友達バッ
クを作ろう
制作遊び なし
２０ ４歳 表現 パンの製作遊び 制作遊び 無伴奏による
手遊び










２３ ３歳 表現 お弁当作り 制作遊び なし
２４ ３歳 健康，表現 動物のお引っ越し なりきり遊び なし
２５ ３歳 環境，表現 色が変わる窓作り 制作遊び なし
２６ ３歳 環境 色探し 運動遊び なし
２７ ３歳 人間関係，表現 製作遊び（カバン） 制作遊び なし
２８ ３歳 環境 落ち葉ペタペタ 制作遊び なし






No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
３０ ４歳 環境，表現 オリジナルバック作り 制作遊び なし
３１ ４歳 環境，表現 秋の作品作り 制作遊び なし
３２ ４歳 健康，表現 ピタッ！ 音楽遊び ピアノを使用
したリトミッ
ク遊び
３３ ４歳 健康，人間関係 カード返し遊び カードめくり遊び なし
３４ ３，４，５
歳
環境，表現 もこもこおばけ作り 制作遊び なし
３５ ３歳 環境，表現 りんご製作遊び（ちぎ
り絵）
制作遊び なし
３６ ５歳 人間関係 運動遊び 運動遊び なし
３７ ４歳 表現 秋の素材の構成遊び 制作遊び なし
３８ ３歳 言葉，表現 小麦粉粘土遊び 制作遊び なし
３９ ４歳 健康，人間関係 なりきり・運動遊び なりきり・運動遊び なし
４０ ４歳 環境 製作遊び 制作遊び 無伴奏による
歌唱
４１ ３，５歳 環境 製作遊び 制作遊び なし
４２ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし
４３ ５歳 表現 製作遊び（お面作り） 制作遊び なし
４４ ５歳 健康，人間関係 椅子取りゲーム 椅子取りゲーム なし
４５ ５歳 健康，人間関係 じゃんけんゲーム じゃんけんゲーム ＣＤ使用
４６ ５歳 環境，表現 秋の楽器製作遊び 制作・音楽遊び 自然の物を用
いて作った楽
器で演奏する
４７ ５歳 人間関係 形探し遊び 運動遊び なし
４８ ３歳 環境 カメラ写真作り 制作遊び なし
４９ ３歳 表現 ケーキ作り遊び 制作遊び なし
５０ ５歳 表現 オリジナル絵本の製作
遊び
制作遊び なし




５２ ５歳 人間関係，環境 製作遊び 制作遊び なし
５３ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし
５４ ５歳 表現 なりきり遊び なりきり遊び なし




５７ ５歳 人間関係，環境 あじさい組の木を作ろう 制作遊び なし
５８ ５歳 環境，表現 お魚屋さんごっこ なりきり遊び なし
５９ ５歳 環境 小麦粉粘土遊び 制作遊び なし
６０ ５歳 健康，人間関係 掃除大運動会 運動遊び なし
６１ ４歳 環境，表現 動くおばけ作り遊び 制作遊び なし
６２ ４歳 人間関係，環境 カメラ作り 制作遊び なし
６３ ３歳 人間関係 月まで届け 制作遊び なし
６４ ５歳 人間関係 フルーツバスケット フルーツバスケット なし
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽
６５ ５歳 人間関係 かぶ抜き遊び 制作・運動遊び なし
６６ ４歳 健康 忍者なりきり運動遊び なりきり・運動遊び なし
６７ ５歳 人間関係，表現 ストロー鳥作り 制作遊び なし
６８ ３歳 健康，環境 季節の製作遊び 制作遊び なし
６９ ５歳 表現 表現遊び 運動遊び ピアノ伴奏に
よる歌唱
７０ ４歳 人間関係，表現 フットボーリング 制作遊び なし
７１ ４歳 人間関係，環境 飛び出るさつまいも作り 制作遊び なし
７２ ４歳 環境 ビックリ箱製作遊び 制作遊び なし
７３ ４歳 人間関係 秋の生き物なりきり競
争遊び
制作・なりきり遊び なし







７６ ３歳 人間関係 果物を書こう！ 制作遊び なし






７９ ４歳 人間関係 運動遊び 運動遊び タンバリンを
使用
８０ ４歳 環境 製作遊び 制作遊び なし
８１ ５歳 人間関係，表現 すてきなヘビ作り 制作遊び なし
８２ ３歳 環境，表現 どんぐり帽子作り 制作遊び 無伴奏による
手遊び
８３ ３歳 人間関係，表現 おばけのダンス なりきり遊び 無伴奏による
手遊び，
ＣＤ使用
８４ ５歳 人間関係 製作遊び 制作遊び なし
８５ ５歳 言葉，表現 言葉・製作遊び 言葉・制作遊び なし
８６ ４歳 環境，表現 どんぐり帽子を作ろう 制作遊び なし
８７ ２，３歳 表現 なりきり遊びごっこ なりきり遊び なし
８８ ２，３歳 表現 キャンディ作り 制作遊び なし
８９ ３歳 健康，表現 製作・なりきり遊び 制作・なりきり遊び 無伴奏による
手遊び
９０ ４歳 環境，表現 かぼちゃのバック作り 制作遊び なし
９１ ３歳 健康，人間関係 カードめくり カードめくり遊び なし
９２ ５歳 人間関係 当てっこゲーム なりきり遊び なし
９３ ５歳 人間関係 的当て 制作遊び なし
９４ ５歳 環境，表現 ストローとんぼ製作 制作遊び なし
９５ ５歳 人間関係 スイミーの仲間作り 制作遊び なし
９６ ３歳 健康，表現 動物の真似っこ遊び なりきり遊び ピアノ演奏
９７ ３歳 環境，表現 変身おばけ作り 制作遊び なし
９８ ３歳 環境，表現 みのむしの家作り 制作遊び なし
９９ ４歳 環境，表現 さつまいも作り 制作遊び なし
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No. ①年次 ②領域 ③活動名 ④活動の分類 ⑤音・音楽

















１０４ ４歳 表現 ハロウィン飾りを作ろう 制作遊び なし




１０６ ４歳 表現 ランタンを作ってみよ
う！
制作遊び なし
１０７ ５歳 人間関係 カブ抜き遊び 運動遊び なし
１０８ ５歳 人間関係，環境 どんぐり落ち葉製作 制作遊び なし
１０９ ４歳 環境 落ち葉遊び 制作遊び なし
１１０ ５歳 環境，表現 落ち葉でスクラッチ 制作遊び なし




１１２ ４，５歳 環境，表現 運動遊び 運動遊び 無伴奏による
手遊び
　まず、「④活動名の分類」について見ていくと、「製作遊び」は７９件と最も多く、全
体の実に７０．５％を占めた。次に「運動遊び」１４件（１２．５％）、「なりきり遊び」は１６件
（１４．２％）、「音楽遊び」は４件（３．５％）であった。この数字を見ただけでも、圧倒的
に学生が遊びの中で音楽遊びや、音遊びを行えていないことがうかがえる。また音楽
遊びを実践した学生は、入学時に新入生に対して行う「音楽履修歴調査」において、
いずれも入学までの期間にピアノを６年以上弾いてきた経験のある学生ばかりであっ
た。つまり、ピアノの経験の有無という視点ではあるが、音楽に対して比較的苦手意
識を持っていない学生が音楽遊びに取り組んでいたことになる。
　次に「音楽遊び」ではないものの「音を取り入れた遊び」は、No.１３、２０、２２、
２９、３２、４０、４５、４６、５１、６９、７４、７９、８２、８３、８９、９６、１００、１０１、１０３、１０５、
１１１、１１２の計２２件存在し、全体の１１２件の中での割合にすると１９．６％という数字で
あった。また、その中でも無伴奏による歌唱や手遊びがNo.１３、２０、２９、４０、７４、
８２、８３、８９、１００、１０１、１０５、１１１、１１２の計１３件、ピアノを用いた活動がNo.３２、５１、
６９、９６、１０３の計５件であった。また、遊びの中でＢＧＭ的な効果として使用するた
め、もしくは遊びの中での反射的な動きを取り入れるためにＣＤを使用したものが
No.４５、８３の２件であった。無伴奏による歌唱や手遊びについては、ほとんどが遊び
の導入として行われているものであった。
　「音楽遊び」ではなくとも、およそ２０％の学生が音を取り入れたいと思っているこ
とが結果としてあらわれた。しかし、２年間通じてピアノに関する授業を受講してい
るのにも関わらず、ピアノを実際に遊びの中で用いたのは５件のみであったことは残
念な結果であった。これは音楽科目で学生のピアノに対する苦手意識を払拭しきれて
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いないことが原因であると考えられる。ただし、ＢＧＭや効果音的にＣＤを用いてい
る学生がいることを考えると、音を遊びの中で取り入れたいという意欲は感じられる
ように考える。そのため、ピアノは歌等の伴奏としてだけでなく、様々な音の出る「玩
具」として遊び方を提示する必要があることが示唆された。その他にも、このように
音楽を取り入れる学生が少ないことの原因として、楽譜が読めないことやピアノを弾
くことや歌うことが苦手である学生が多いことが予想される。本来、保育現場で扱わ
れるべき音楽は音自体を楽しむこと、もしくは音を通して自己を表現したり、他者と
感動を共有したりすることであり、既存の芸術作品を幼児に対して共有させることだ
けではないと考える。そのため、例えば幼児が純粋に何かが擦れて出てきた音に対し
て興味を持った場合、保育者はそれを受け止め、共感し、さらに楽しい音を求めて遊
びが発展していくように、保育者自身が音や音楽を純粋に楽しみ、それを他者と共有
することが何よりも大切であり、前述したような「音楽のコンプレックス」は弱まっ
ていくのではないかと考える。
　また、音楽遊びを実践する学生が少なかったことの原因として、学生の音楽遊びへ
のイメージが「不自由なもの」であることが考えられる。No.４６、１０３の遊びについて
は、自作の楽器で、既存の曲を演奏する内容であり、またNo.３２のリトミック遊びも
既存の遊びの概念をオリジナルとして幼児に提供していることがわかる。これらの遊
びは、その既存の曲を保育者が演奏できなければいけないものであり、幼児にとって
もどうしても不自由なものになってしまう。それに比べて、No.２２は幼児自身が主体
的に音と関わり、様々な遊びへと発展するような内容であり、自由な遊びであると言
うことができる。本来「音遊び」「音楽遊び」はもっと自由で発展的なものであると
いうことを学生が知った上で、音楽活動を行うにあたる理論や技術を学ぶことが重要
であると考える。
Ⅴ．まとめと今後の課題
　これまでに、音楽科目の２年間の学びの概要を整理した上で、科目「教育実習Ⅱ」
の遊びの部分案について調査を行ってきた。これらの結果から示唆されたものとし
て、学生の認識において音楽科目が保育から独立されていまいかということである。
ピアノや歌、または読譜の技術を身に付けたとしても、それは保育の中で一部の活動
の一助としかならない。そういった専門的な知識技術のみならず、保育内容の中で音
や音楽がどのような役割を果たすことができるのか、また幼児が成長するための遊び
にどのような形で実践できるのかを、学生に対してより明示していく必要があるよう
に考える。
　また音楽遊びは製作遊びや運動遊び等とは状況が異なり、例えばピアノの練習や歌
の練習等といった事前の準備であったり、実際の遊びの中で不意に起こったことへの
対応力やそれに応えるための特別な技術も必要になってくるため、音楽遊びを実践す
るための敷居は他の遊びと比べると高いように推察できる。しかし「幼稚園教育要領
解説」の第２章「ねらい及び内容」の領域「表現」（６）の文中に「（中略）ここで大
切なことは、正しい発声や音程で歌うことや楽器を正しく上手に演奏することではな
く、幼児自らが音や音楽で十分遊び、表現する楽しさを味わうことである」５）とあ
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る通り、前述したような特別な技術が無くとも、音楽を「させる」のではなく、「親
しむ」ための方策があると考える。そのため、幼児が抱く純粋な音への興味を保育者
が受容できるようにするために、音そのものの楽しさであったり、音楽の芸術的観点
を排除した音楽活動本来の楽しさを、学生に対して伝えていくことが筆者らの責務で
あると感じている。
　拙稿では、遊びの部分案を通して学生の音楽科目での学びがどれくらい実際の遊び
へと昇華できているかについて論じてきた。しかし、実際の幼児の育ちをどう見取る
かによって遊びの内容が変わってくるのは当然のことであり、この結果は学生の音楽
科目での学びを遊びとして発展させる力や意欲を測るためのほんの一片でしかない。
学生の真の意味での意欲を測るためには、学生の内面的な意識をより深く調査するこ
とが重要であり、その点については今後の課題と言えよう。学生が幼児の発達を見取
る中で、活動の流れとして音楽を取り入れるだけではなく、音や音楽を用いる重要性
を感じてもらえるような授業展開を模索していきながら、音楽科目への苦手意識の払
拭に向けて検討を続けていきたい。
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